
SDGs(エスディージーズ【Sustainable Development Goals】）は、日本語では「持続可能な開発目標」という意味で、2015年に国連サミッ
トで採択された、持続可能でよりよい世界を目指す国際社会共通の目標です。
本庄市では、このSDGsの考え方と本市が目指す将来像「あなたと活かす みんなで育む 歴史と教育のまち 本庄 ～世のため、後のため～」は
同様の方向性であると考え、誰一人取り残さない持続可能な「後のため」のまちづくりに向け、SDGs達成に向けた取り組みを推進しています。

　貧困、教育、福祉、人権、経済、資源、エネルギーなど様々な分野の17のゴールと
169のターゲットから構成され、これらを統合的に解決しながら持続可能なより
よい未来を築くことを目指しています。

　2030年までの解決を目指し、政府だけでなく企業や地方自治体、
学術の世界や市民社会など一人ひとりの行動が求められています。

　本庄市は、緑豊かで自然に恵まれた環境に
やさしいまちを次 世 代に引き継ぐため 、
SDGsの達成を今後の大きな課題としていま
す。郷土の偉人である塙保己一の「世のため、
後のため」の精神を引き継ぎ、持続可能なま
ちづくりをさらに推進するため、令和3年5月
に、2050年までに二酸化炭素排出量を実質
ゼロにする「ゼロカーボンシティ」の実現に挑
戦することを宣言しました。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で合同
文化祭は開催できませんでしたが、「WEB上
の合同文化祭」「PR動画制作」「広報紙制作」を行いました。

　人権を尊重し、性別や国籍などに関係なく
いきいきと暮らせるまちを目指して、4自治体
で連携して取り組んでいます。

　電気自動車を活用した普及啓発を進める
とともに、災害・停電時等における市内の公
助力の向上も図ります。

　市の行政経営の指針となる本庄市総合振興計画
後期基本計画に各施策とSDGsの関連性を示し、
SDGsの推進を図っています。

市内には公立・私立を合わせて5つの高校と1つの特別支援学校があり、人口規模に対して高校の数が多いこ
とが、本庄市の特徴であり、強みでもあります。こうした市内で学ぶ約5千人もの高校生を本市の地域資源と考
え、高校生と連携し地域愛の醸成と関係人口の増加につなげるための取り組みを行っています。

　地球上の「誰一人取り残さない」ことを理念とし、先進国も開発途
上国もすべての国で取り組むべき目標とされています。
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